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　　　環境権と地方自治の役割
一八王子市の緑化行政をモデルとして一
（Right　of　Environment　and　Role　of
Local　Government－From　a　Model　of
Administration　for　Tree－Planning　in
Hachioji）
うになった。
　本研究は，環境権を侵害する事例の一つとして，緑
地破壊の問題を，緑地保全にもっとも大きな役割を果
すと考えられる地方行政との対応で研究をすすめたも
のである。そしてこれを特に八王子市の緑化行政の実
情をもとにして，環境権，緑化地方自治という三者
の関連について考察した。
　八王子市は東京都の西部郊外都市として広大な行政
区域を占め，その多くが自然の緑地に囲まれた，いわ
ゆる多摩丘陵地帯の一角に位置している。しか↓・近年
の宅地造成による緑地の破壊，交通網，工場誘置など
による排ガス，排水などの害が，八王子市り緑地帯々
年々侵蝕している。このような状況に対応して，緑地
保全の努力が，国，都そして八王子市のそれぞれで計
画立案されている。
　本研究ではまず，このような緑地保全の行政面の経
緯について概観した。、このなかで特に重要であり，将
来の展望のカナメとなる計画は建設省の提案になる
「緑のマスタープラソ」の策定である。八王子市も，
都の指示に従って，他の多摩市部とともに，．このマス
タープラソ作りを行った。この計画によると昭和75年
（2000年）には，公園緑地は理想的な環境をつくりだ
すことになっている。そしてさらに短期計画の地域別
基本計画をみても緑地保全への意欲をみることができ
るのである。
　しかしながら，これらの計画を実践にうっすための
行政機構の面からみると，市役所内にあるいくつかの
緑地に関係する部署の統廃合，新たな緑地行政機構の
提案がまったく前進しないでいる。このことは，マス
タープランや短期基本計画が，まったくの机上プラン
に終る危険があるということである。環境権の保障は
まさに地域住民の生活保障の問題であるから，、住民の
居住する地方自治体の行政の努力がもっとも重要な役
割を果すことになる。この視点からみると，八王子の
緑化防衛のための行政運用は実質においてなお努力が
必要であるといわなければならないが，なおこの点に
ついては，本年度の継続研究の課題として調査をすす
めていくこととしている。
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　わが国の経済発展は，国民生活を豊かにした反面，
工業廃棄物，煤煙，排気ガス，騒音その他の原因によ
って，生活環境が著しく害されるようになった。こう
して，日本国憲法が制定されたころには，考えもつか
なかった環境権という新しい権利の主張が登場するよ
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